
議長
山本　光俊

副議長
布施谷  裕泉

　

改
選
後
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
第
34
代
の
議
会
議
長
に
選

出
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
務
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
は

公
正
中
立
の
立
場
で
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

議
員
の
な
り
手
不
足
は
全
国

的
に
深
刻
と
い
う
認
識
は
あ
り

ま
し
た
が
、
当
町
で
も
２
期
連

続
で
無
投
票
、
第
18
代
議
会
は

１
名
定
員
割
れ
と
な
る
波
乱
の

船
出
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

た
め
の
議
会
、
更
に
身
近
な
議

会
と
な
る
よ
う
今
後
、
議
会
運

営
、
議
員
の
あ
り
方
な
ど
を
検

討
し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
い

議
会
活
動
を
実
施
し
、
町
の
発

展
、
町
民
の
皆
様
の
幸
せ
の
た

め
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
議
員
の
活
動
に
あ
た
り

ま
し
て
は
、
職
務
範
囲
を
見
極

め
、議
員
と
し
て
の
モ
ラ
ル
や
、

あ
る
べ
き
姿
と
は
何
か
を
議
会

と
し
て
常
に
研
究
し
活
動
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

町
議
会
議
長

　

山 

本　

光 

俊
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・
編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
45

山ノ内町議会委員会等名簿 ◎委員長　○副委員長
（令和元年６月３日現在）

委員会名 所　管 委　員

常任委員会

総務産業

議会・総務課・税務課・
消防課・会計室・ 選挙
管理委員会・監査委員・
農林課・観光商工課・
農業委員会・ 建設水道
課等に関する事項

◎望月　貞明　○小林　　央
　白鳥　金次　　徳竹　栄子
　髙田　佳久　　西　　宗亮
　山本　光俊

社会文教 健康福祉課・教育委員
会に関する事項

◎髙山　祐一　〇山本　岩雄
　湯本　晴彦　　渡辺　正男
　小林　克彦　　布施谷裕泉

広　報
議会だより・議会ホー
ムページ等に関する事
項

◎渡辺　正男　○白鳥　金次
　小林　　央　　山本　岩雄
　湯本　晴彦　　西　　宗亮

議会運営委員会
議会運営・議会会議規
則等・議長諮問に関す
る事項

◎湯本　晴彦　○小林　克彦
　望月　貞明　　髙山　祐一
　髙田　佳久　　渡辺　正男

議 会 選 出 監 査 委 員 　髙田　佳久

北 信 広 域 連 合 議 会 議 員 　山本　光俊　　布施谷裕泉　　髙山　祐一

北信保健衛生施設組合議会議員 　山本　光俊　　布施谷裕泉　　髙山　祐一

岳 南 広 域 消 防 組 合 議 会 議 員 　山本　光俊　　布施谷裕泉　　望月　貞明

令和最初の議会構成決定
議　長に　山本　光俊氏
副議長に　布施谷裕泉氏

決まる



　

５
月
16
日
、
当
選
議
員
に
よ
る
初
め
て
の
懇
談
会
が
行
わ
れ
、

初
議
会
の
運
営
方
法
を
決
め
、
議
長
、
副
議
長
の
立
候
補
を
受
け

付
け
ま
し
た
。
ま
た
、６
月
３
日
第
18
代
議
会
議
員
最
初
の
議
長
・

副
議
長
の
選
出
は
、
議
員
内
で
の
選
挙
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
18
代

　
議
会
僅
差
で
の
接
戦

　
監
査
委
員
（
議
員
の
う
ち
か
ら

選
任
す
る
監
査
委
員
）

　

髙
田　
佳
久　
（
金
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
起　
立　
９
人

　
　
　
　
　
　
　
不
起
立　
２
人

　　
平
成
30
年
度
山
ノ
内
町
一
般
会

計
予
算
繰
越
報
告

⑴
民
有
林
道
改
良
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
５
８
４
万
円

⑵
国
立
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
５
６
１
３
万
円

⑶
小
学
校
冷
房
設
置
事
業

　
　
　
　
　
１
億
４
４
４
１
万
円

　

６
月
３
日
、
４
月
の
町
議
会
議
員
改
選
後
初
、
令
和
元
年
第
３

回
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
側
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

人
事
案
件
１
件
の
同
意
、
報
告
１
件
の
受
理
、
専
決
処
分
の
承
認

９
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、
平
成

30
年
度
の
事
業
確
定
に
よ
る
補
正

が
主
で
す
。

⑴
一
般
会
計
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
２
億
２
８
１
１
万
円
減

⑵
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
１
２
４
８
万
円
減

⑶
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会

　

計（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
１
２
３
万
円
減

⑷
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
４
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
２
５
２
０
万
円
減

⑸
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
５
４
２
万
円
減

⑹
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
　
１
９
２
万
円
減

⑺
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
低
所
得
者
の
保
険
料
率
の
改
定

⑻
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　
項
ず
れ
、
文
字
の
修
正
等

⑼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

　

改
正

　
保
険
税
上
限
額
の
改
定

副
議
長
選
挙
開
票
結
果

　
布
施
谷　
裕　
泉　
　
７
票

　
髙　
山　
祐　
一　
　
５
票

　
無　
効　
　
　
　
　
　
１
票

　
選
挙
後
、
各
常
任
委
員
の
選
任

を
行
っ
た
後
、
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
委
員
長
並
び
に
副
委
員
長

を
互
選
で
選
任
し
ま
し
た
（
委
員

会
構
成
に
関
し
て
は
、前
頁
参
照
）。

立
候
補
者

議
長
選
挙

・
髙　
田　
佳　
久

・
山　
本　
光　
俊

副
議
長
選
挙

・
布
施
谷　
裕　
泉

選
挙
方
式

・
投
票
に
よ
る
選
挙

・
投
票
は
単
記
無
記
名
（
一
人
の

　
名
前
だ
け
を
書
き
、
投
票
者
名

　
は
書
か
な
い
）

議
長
選
挙
開
票
結
果

　
山　
本　
光　
俊　
　
７
票

　
髙　
田　
佳　
久　
　
５
票

　
無　
効　
　
　
　
　
　
１
票

議
長
・
副
議
長
選
挙
結
果

29 令和元年８月 議会だより第117号

第３回臨時会

人
事
案
件

専
決
報
告

専
決
承
認

第18代山ノ内町議会

監
査
委
員
に
は
髙
田
佳
久
議
員

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
１
１
６
号（
５
月
号
）

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

○
23
ペ
ー
ジ
（
人
事
案
件
）

（
誤
）
…
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
36
年
３
月
31
日
ま
で

（
正
）
…
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
35
年
３
月
31
日
ま
で

　

読
者
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係
者
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。



　

令
和
元
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
６
月
14
日
か
ら
27
日
ま
で
の
14

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
は
、
町
側
か
ら
専
決
処
分
の
報
告
１
件
、
そ
の
他
報
告
３

件
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
他
２
会
計
補
正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の

締
結
３
件
、
売
買
契
約
の
締
結
２
件
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
が
提
案

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
、
受
理
、
可
決
し
ま
し
た
。

総
額
約
３
億
円
の
補
正
予
算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
に
１
億
３
８
１
０
万
円

元 年 度
一般会計

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
８

７
２
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

の
総
額
を
73
億
９
７
７
２
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。
大
型
の
補
正
予

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
に
消
費

税
増
税
に
と
も
な
う
国
主
導
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
が
大
き

い
比
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
補

　
助
金
（
国
）　
３
４
１
０
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
販

　
売
代
金　
　
１
億
４
０
０
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
５
２
７
３
万
円

・
町
債　
　
　
　
５
７
９
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
委

　
託
料　
　
１
億
３
４
６
４
万
円

・（
仮
）す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

　
タ
ー
改
修
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
２
４
４
８
万
円

・
道
路
維
持
費　
２
２
６
０
万
円

・
道
路
改
良
費　
２
０
５
３
万
円

・
農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊
急
対

　
策
事
業　
　
　
　
９
７
３
万
円

 

工
事
請
負
契
約
の
締
結

⑴
旧
北
小
学
校
解
体
工
事

　
契
約
金
額　
　
６
８
５
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方　
㈱
下
田
土
建

　
落
札
率　
　
　
　
　
99
・
64
％

⑵
山
ノ
内
中
学
校
長
寿
命
化
改
修

　

工
事
変
更
契
約

　
変
更
前　
７
億
９
２
７
２
万
円

　
変
更
後　
８
億　
４
６
０
万
円

　
変
更
理
由　

想
定
よ
り
老
朽
化

　
　
　
　
　
　
が
進
ん
で
い
た
等

⑶
有
線
放
送
電
話
施
設
撤
去
工
事

　
契
約
金
額　
　
７
４
８
９
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
矢
木
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

　
　
落
札
率　
　
　
　
48
・
７
％

  

売
買
契
約
の
締
結

⑴
除
雪
車
の
購
入

　
契
約
金
額　
　
１
６
３
９
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
㈱
前
田
製
作
所
飯
山
営
業
所

　
　
落
札
率　
　
　
　
59
・
84
％

⑵
塵
芥
車
の
購
入

　
契
約
金
額　
　
　
８
７
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
㈲
山
ノ
内
自
動
車
工
業

　
　
落
札
率　
　
　
　
89
・
7
％

  

条
　
例
　
改
　
正

⑴
町
営
水
道
条
例
の
一
部
改
正

⑵
公
共
下
水
道
管
理
条
例
の
一
部

　

改
正

　
消
費
税
が
８
％
か
ら
10
％
に
変

更
に
な
る
こ
と
に
と
も
な
う
水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
で

す
。
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
施

行
し
、
水
道
は
令
和
元
年
12
月
徴

収
分
、
下
水
道
は
令
和
２
年
１
月

徴
収
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

旧
北
小
学
校
解
体
に
６
８
５
８
万
円

プレミアム付商品券を買える人は？
消費税率の引上げによる負担が相対的に大きいと考えられる、
「①住民税非課税の方」と、「②学齢３歳未満の小さな乳幼児のいる子育て世帯の方」が対象です

2019年度の住民税（均等割）が課税されていない方 2016年４月２日から2019年９月30日までに生ま
れたお子さまがいる世帯の世帯主

ただし、下記に該当する方は除きます。
・住民税が課税されている方に扶養され
　ている方（生計を一にする配偶者、
　扶養親族等）
・生活保護の受給者等

おひとりにつき、最大2.5 万円分の商品券を２万円で
購入できます。

お子さまおひとりにつき、最大2.5 万円分の商品券
を２万円で購入できます。

①住民税非課税者分 ②子育て世帯分

（
※
肉
付
け
予
算
）

出展：内閣府ホームページ

※
肉
付
け
予
算
：
町
長
改
選
期
の
た
め
最

低
限
必
要
な
経
費
と
し
た
当
初
骨
格
予
算

後
、
政
策
的
経
費
や
新
規
事
業
費
等
、
町

長
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た
補
正
予
算
。

議会だより第117号令和元年８月 30

第４回定例会

一部解体される旧北小学校
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論戦

ズバリここが知りたい
　６月18日、19日、20日の３日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者１人の質問時間は25分です（答弁を含めて概ね1時間）。
　今議会の登壇議員は10人、傍聴者は30人でした（大勢の傍聴をお待ちしています）。

楽ちんバス、農業振興、副町長の役割  など

① 髙田　佳久

・ 生涯学習および社会教育における公民館活動の推進状況は
・ 環境負荷の少ない循環型社会づくりを
・ 学校給食費の公会計化に向けた取り組みを
・ まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗は
・ 地域の生活環境に重大な悪影響をおよぼす老朽化した空家への早期対応を

② 山本　岩雄
・町長選公約について
・小学校の統合問題について
・ユネスコエコパーク推進について

③ 白鳥　金次
・職員の働き方改革について
・農業振興について
・水道施設について

④ 渡辺　正男
・人材育成と奨学金貸与制度拡充について　・審議会等諮問機関の増設を
・町ホームページの内容充実にどう取り組むか
・公共施設等総合管理計画の進捗状況は

⑤ 徳竹　栄子
・楽ちんバスについて
・飯山駅からの２次交通について
・湯田中駅のガイドセンターについて

⑥ 布施谷裕泉
・学習及び子育て環境の充実に向けて
・農業振興策　国の方針と対応
・孤立を生まない社会づくりに向けて

⑦  髙山　祐一
・楽ちんバス運行について
・湯ノ原町営住宅について
・情報誌ＫＵＲＡ発刊の「山ノ内町」について

⑧ 湯本　晴彦
・救急出動における病院確保について
・空き家対策について　　　　・有害鳥獣対策について
・副町長の役割について

⑨ 望月　貞明 ・町の人口について　　・人口減少下の消防団について
・がん対策について　　・交通安全施策について

⑩ 小林　　央
・副町長のこの町への姿勢、決意について
・町長交際費の公開について
・各業務における情報収集体制の確立について
・システム経費の管理体制の確立について

一般質問



一般質問

悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
へ
の
対
応
策
を

町
長
―
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
い
て
推
進

質
問　

29
年
７
月
に
道
路
法
の

関
連
で
、
建
築
物
の
維
持
保
全

に
つ
い
て
の
指
導
が
行
わ
れ
た

が
、
所
有
者
の
対
応
は
。

建
設
水
道
課
長　

文
書
に
よ
り

指
導
等
を
行
い
、
所
有
者
等
と

立
入
調
査
を
実
施
し
た
。

質
問　

立
入
調
査
後
、
所
有
者

の
対
応
と
改
善
の
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長　

現
場
の
状
況

は
所
有
者
等
も
十
分
把
握
さ
れ
、

検
討
し
た
い
と
の
返
答
は
あ
っ

た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
改
善
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

質
問　

特
定
空
家
と
な
る
判
断

基
準
は
。

建
設
水
道
課
長　

①
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
倒
壊

等
、
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な

る
恐
れ
の
あ
る
状
態
。

②
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
著
し

く
衛
生
上
、
有
害
と
な
る
恐
れ

の
あ
る
状
態
。

③
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
、
著
し
く
景

観
を
損
な
っ
て
い
る
状
態
。

④
周
辺
の
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
に
放
置
す
る
こ
と
が

不
適
切
で
あ
る
状
態
。

質
問　

基
準
に
従
え
ば
、
立
入

調
査
を
行
っ
た
物
件
は
、
特
定

空
家
に
認
定
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

建
設
水
道
課
長　

空
家
対
策
協

議
会
等
の
皆
さ
ん
に
も
相
談
し

て
、
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問　

空
き
家
の
近
隣
で
の
鳥

獣
被
害
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

遠
方
で
の
被
害
も
出
始
め
て
お

り
、
年
々
被
害
も
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

　

近
隣
住
民
に
し
て
み
れ
ば
、

常
に
危
険
と
背
中
合
わ
せ
の
状

況
が
日
常
生
活
の
中
に
あ
り
、

地
域
の
実
情
と
す
れ
ば
待
っ
た

な
し
の
状
態
。

　

特
定
空
家
の
認
定
を
含
め
早

急
に
対
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

町
長　

専
門
家
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
空
家
等
対
策
計
画

を
策
定
し
た
。

　

今
後
、
計
画
に
基
づ
き
進
め

て
い
く
が
、
個
人
の
財
産
に
係

る
部
分
が
あ
る
の
で
、専
門
家
・

県
等
の
指
導
や
意
見
を
聞
く
。

　

ま
た
、
同
様
の
案
件
を
抱
え

る
他
市
町
村
と
の
情
報
交
換
も

行
い
な
が
ら
、
観
光
地
と
い
う

一
面
も
あ
る
の
で
、
精
一
杯
対

応
し
た
い
。

質
問　

公
会
計
化
に
対
す
る
考

え
は
。

教
育
長　

今
後
、
文
部
科
学
省

よ
り
公
会
計
化
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
る
予
定
。

参
考
に
し
、
よ
り
良
い
方
法
を

検
討
し
た
い
。

質
問　

学
校
給
食
費
は
公
会
計

化
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
よ

る
徴
収
を
基
本
と
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
の
学
校
徴
収
金
、

学
年
費
等
に
つ
い
て
も
公
会
計

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
総
合
教

育
会
議
で
の
検
討
を
。

町
長　

教
育
委
員
会
と
相
談
し

て
対
応
す
る
。

特定空家等認定後のフロー
（山ノ内町空家等対策計画より）

質
問

環境重視の時代、プ
ラごみ対策が世界中
で取り組まれます。
当町でも対策が必要
となります。
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髙
た か だ

田　佳
よ し ひ さ

久

髙田佳久のつぶやき

学
校
給
食
費
の

公
会
計
化
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問



一般質問

質
問　

地
産
外
消
、
地
産
地
消

の
進
め
方
は
。

農
林
課
長　

市
場
を
訪
問
し
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
て

き
て
い
る
。

町
長　

関
西
方
面
は
キ
ノ
コ
が

中
心
で
、
り
ん
ご
に
つ
い
て
は

将
来
的
に
は
対
応
も
考
え
る
。

質
問　

教
育
環
境
整
備
の
現
状

は
。

教
育
長　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、

東
小
と
西
小
の
低
学
年
つ
い
て

は
完
了
。
令
和
２
年
度
に
南
小

の
低
・
高
学
年
と
東
小
高
学
年
、

令
和
３
年
度
に
西
小
高
学
年
の

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
３
小
学
校
の
普

通
教
室
と
特
別
教
室
で
工
事
中
。

健
康
福
祉
課
長　

本
年
度
、
全

保
育
園
の
冷
房
設
置
工
事
を
行

う
。
ト
イ
レ
洋
式
化
は
全
園
で

完
了
。

質
問　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
進
め
方
は
。

建
設
水
道
課
長　

現
地
確
認
の

上
、
実
施
計
画
に
計
上
し
事
業

を
進
め
て
い
る
。
橋
梁
の
長
寿

命
化
を
順
次
進
め
て
い
く
。

質
問　

未
来
に
残
す
景
観
づ
く

り
と
は
。

建
設
水
道
課
長　

景
観
条
例
・

景
観
計
画
に
基
づ
き
景
観
の
保

全
に
つ
と
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

太
陽
光
発
電
や
温

泉
熱
利
用
に
関
わ
る
補
助
、
ま

た
、
ス
ノ
ー
パ
ル
に
よ
る
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
小
水
力
発
電
事
業

の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

質
問　

観
光
や
農
業
の
振
興
の

取
り
組
み
は
。

農
林
課
長　

農
業
振
興
会
議
で

の
取
り
組
み
や
農
業
就
農
奨
励

金
、
新
規
就
農
者
支
援
事
業
等

の
資
金
援
助
、
北
信
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
等
と
技

術
面
・
経
営
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
農
業
機

械
等
導
入
支
援
事
業
、
ブ
ラ
ン

ド
農
業
、
生
産
振
興
対
策
事
業

な
ど
の
支
援
等
で
荒
廃
農
地
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

観
光
商
工
課
長　

各
種
の
観
光

振
興
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
行
う
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
の
統
合

質
問　

小
学
校
１
校
統
合
の
経

緯
と
現
状
は
。

教
育
長　

総
合
教
育
会
議
で
１

校
統
合
の
方
針
は
保
持
し
、
出

生
数
に
よ
り
統
合
を
進
め
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

質
問　

早
期
小
中
一
貫
校
の
取

り
組
み
へ
の
考
え
は
。

教
育
長　

28
年
度
の
基
礎
的
調

査
で
中
学
校
敷
地
内
へ
の
小
学

校
建
設
は
難
し
い
と
判
断
し
た
。

質
問　

県
内
三
地
域
の
連
携
を

は
か
る
こ
と
は
。

町
長　

甲こ

ぶ

し

武
信
地
域
も
今
後
Ｊ

Ｂ
Ｒ
Ｎ
の
正
式
会
員
と
な
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
本
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
は

か
っ
て
い
く
。

町長の選挙公約の具体は
町長－きめ細やかな住民サービスと住民の灯台の役割を果たす

初めての一般質問、
緊張しました。学び
ました。これからの
議員活動のスタート
です。

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

山本岩雄のつぶやき

※１ スノーパル：須賀川地区の豊富
な雪量を利用した雪室貯蔵施設。町は
「山ノ内町雪室利活用協議会」を設置
し、雪室ブランドの浸透をはかっている。

※２ 県内三地域：現在ユネスコエコ
パークに認定されている全国10地域
のうち、、志賀高原ユネスコエコパー
ク・南アルプスユネスコエコパーク、
甲
こ ぶ し

武信地域ユネスコエコパークの三地
域には長野県内の地域が含まれる。

※３ ＪＢＲＮ（ジェイブルン）：日本
ユネスコエコパークネットワーク。毎
年7月に総会が開かれる他、学習会
や情報交換、現地視察などをとおして、
各地のユネスコエコパーク間の連絡調
整などを行っている。
　平成27年 10月から平成29年 6
月末まで竹節町長が会長を務め、志賀
高原ユネスコエコパーク協議会に事務
局がおかれていた。

質
問

中学校普通教室のエアコン設置状況

33 令和元年８月 議会だより第117号

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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問

質
問
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質
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ネ
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エ
コ

パ
ー
ク
の
推
進

※
３

※
２
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一般質問

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

新
東
部
浄
水
場
　
給
水
区
域
の
想
定
は

町
長
―
町
全
体
の
約
55
％
を
賄
う

※１ ES D（持続可能な社会
づくりの担い手を育む教育）：
地球に存在する人間を含めた
命ある生物が、遠い未来まで
その営みを続けていくために、
一人ひとりが自分でできること
を考え、実践していくことを身
につける学習や活動。

※２ ワ－クライフバランス
(仕事と生活の調和）：一人
ひとりがやりがいや充実感を
持ちながら働き、仕事上の責
任を果たすとともに、子育
て・介護の時間や、家庭、地
域、自己啓発などにかかる個
人の時間を持てる健康で豊か
な生活ができるよう、仕事と
生活の双方の調和の実現。

質
問　

災
害
事
故
等
に
対
応
す

る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策

定
さ
れ
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

災
害
時
に
お

い
て
の
、
各
戸
へ
の
給
水
方
法

に
つ
い
て
は
、
給
水
車
の
配
置

を
広
域
連
携
で
検
討
を
深
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
管
網
図
の

整
備
を
今
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
く
。

質
問　

原
水
流
域
の
森
林
お
よ

び
土
地
の
確
保
に
向
け
て
、
水

道
水
源
林
管
理
計
画
は
策
定
さ

れ
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　

外
国
資
本
の

参
入
等
の
状
況
を
把
握
し
、
危

機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

各
浄
水
場
の
水
源
施
設

が
老
朽
化
し
て
い
る
、
整
備
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

水
道
は
重
要
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
で
あ
る
の
で
、
必
要
な

都
度
予
算
を
と
っ
て
対
応
し
て

い
く
。
精
一
杯
安
心
・
安
全
な

水
の
供
給
に
つ
と
め
て
い
き
た

い
。

町
長　

町
で
は
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
、
各
地
区
農
業
振
興
会
議

等
と
連
携
し
農
業
に
お
け
る
課

題
把
握
に
つ
と
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
活
用
に
よ
る
農
業
振
興

や
荒
廃
農
地
の
解
消
な
ど
に
つ

と
め
て
い
る
。

質
問　

荒
廃
農
地
等
利
活
用
促

進
交
付
金
の
活
用
状
況
は
。

農
林
課
長　

国
の
交
付
金
制
度

は
平
成
30
年
度
を
も
っ
て
事
業

廃
止
と
な
っ
た
が
、
町
単
独
事

業
の
「
元
気
だ
せ
！
活
か
せ
遊

休
農
地
復
活
補
助
金
」
の
活
用

に
よ
り
荒
廃
農
地
の
解
消
が
な

さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
年
度
も

１
万
２
０
０
０
㎡
の
事
業
要
望

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
６
月

補
正
予
算
で
要
求
し
て
い
る
。

質
問　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
小
中
学

校
で
取
り
組
む
こ
と
は
可
能
か
。

農
林
課
長　

町
内
の
各
小
学
校

で
は
、
学
校
近
く
の
農
地
を
利

用
し
リ
ン
ゴ
や
米
等
の
栽
培
体

験
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学

校
で
は
農
家
に
お
い
て
職
業
体

験
を
行
う
な
ど
、
農
業
を
学
習

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ

て
い
る
。
農
作
業
体
験
等
を
通

じ
て
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
を
理
解
し
、
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
で
町
の
農
業
も
持
続
的
に

次
世
代
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
、
大
変
重
要
な
取

り
組
み
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
も
可
能
な
支
援
を
し
て
い
く
。

町
長　

長
時
間
労
働
の
是
正
や

均
等
待
遇
の
確
保
、
仕
事
と
生

活
の
両
立
な
ど
を
目
指
し
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
沿
っ

て
職
員
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
生
き
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
職
場
づ
く

り
に
つ
と
め
て
い
る
。
今
議
会

の
補
正
予
算
で
の
職
員
提
案
制

度
の
報
奨
制
度
も
そ
の
一
つ
。

質
問　

女
性
活
躍
・
働
き
方
改

革
の
推
進
は
。

総
務
課
長　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
、
休
業
、

休
暇
制
度
の
活
用
や
時
間
外
勤

務
の
削
減
、
職
員
の
定
数
適
正

化
、
意
識
啓
発
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

老朽化している現東部浄水場（築51年目）
新東部浄水場の建設計画が進んでいる

質
問

昭和の時代小・中学
校には田植え、稲刈
り休みがありました。
ESDの先取り！

白鳥金次のつぶやき

農
業
振
興
施
策
の

検
証
は
さ
れ
て

い
る
か

職
員
の

働
き
方
改
革
は

進
ん
で
い
る
か

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２
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町奨学金貸与制度の拡充を
教育長―現状維持だが研究はしていく

質
問　

町
奨
学
資
金
貸
与
制
度

の
利
用
者
の
現
状
は
。

教
育
長　

26
年
度
４
人
、
27
年

度
３
人
、
28
年
度
１
人
、
29
年

度
９
人
、
30
年
度
３
人
、
今
年

度
は
８
人
が
利
用
し
て
い
る
。

質
問　

国
の
新
給
付
型
奨
学
金

の
内
容
は
。

教
育
長　

来
年
４
月
に
進
学
す

る
学
生
か
ら
授
業
料
の
減
免
や

給
付
奨
学
金
の
支
援
対
象
者
が

広
が
り
、
世
帯
収
入
の
基
準
を

満
た
し
て
、
学
ぶ
意
欲
が
あ
れ

ば
成
績
だ
け
で
判
断
せ
ず
支
援

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。

質
問　

こ
れ
は
消
費
税
増
税
分

を
財
源
と
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
て
、
低
所
得
者
ほ
ど

負
担
が
重
い
税
金
で
賄
う
仕
組

み
な
の
は
問
題
だ
。
町
の
制
度

も
国
の
新
制
度
に
対
し
て
ど
う

補
完
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。
町
の
制
度
は
国
の
制
度

と
両
方
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

今
の
と
こ
ろ
は
現
状

維
持
と
考
え
る
。

質
問　

町
に
は
か
つ
て
保
健
婦

奨
学
資
金
貸
与
規
程
が
あ
っ
た
。

昭
和
49
年
に
制
定
、
平
成
16
年

に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
将
来
町

で
保
健
師
と
し
て
働
く
こ
と
を

前
提
に
、
年
額
15
万
円
を
貸
与

し
、
卒
業
後
２
年
間
勤
務
す
れ

ば
全
額
返
済
免
除
と
い
う
制
度

だ
っ
た
。
当
時
は
、
保
健
師
の

確
保
と
い
う
人
材
育
成
が
目
的

だ
っ
た
。
今
、
全
国
的
に
保
育

士
不
足
が
深
刻
だ
。
か
つ
て
の

制
度
に
倣
っ
て
、
保
育
士
の
奨

学
資
金
貸
与
制
度
を
つ
く
る
考

え
は
な
い
か
。

町
長　

保
育
士
確
保
に
は
苦
慮

し
て
い
る
が
、
突
発
的
な
提
案

で
全
く
検
討
し
て
い
な
い
。

質
問　

民
間
の
介
護
事
業
者
も

介
護
人
材
の
不
足
に
悩
ん
で
い

る
。
事
業
者
独
自
で
奨
学
金
制

度
を
検
討
す
る
と
こ
ろ
も
出
て

き
て
い
る
。
町
の
制
度
も
新
し

い
形
で
見
直
せ
な
い
か
。

教
育
長　

現
状
維
持
と
い
う
こ

と
で
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

町
の
現
状
の
奨
学
資
金

は
、
町
内
在
住
で
10
年
返
済
の

後
、
残
り
の
返
済
を
免
除
と
な

っ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
の
は

大
学
の
15
年
返
済
の
５
年
分
と

高
等
専
門
学
校
の
12
年
返
済
の

２
年
分
の
み
だ
。
10
年
間
町
内

在
住
と
い
う
条
件
は
、
後
継
ぎ

で
は
な
い
人
に
と
っ
て
は
結
婚

に
よ
る
移
住
な
ど
の
障
害
に
も

な
り
得
る
。
こ
の
返
済
免
除
条

件
を
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長　

近
隣
の
状
況
と
比
較

し
て
も
町
は
条
件
が
い
い
と
思

っ
て
い
る
。
現
状
で
理
解
を
。

質
問　

Ｕ
タ
ー
ン
を
促
す
こ
と

も
大
事
だ
が
、
結
婚
に
も
影
響

す
る
よ
う
な
内
容
は
も
う
ち
ょ

っ
と
配
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
の
将
来
の
人
材
確
保
の
た
め

に
も
奨
学
金
制
度
の
研
究
を
。

教
育
長　

研
究
に
つ
い
て
は
今

後
も
し
て
い
き
た
い
。

伊
那
市
が
実
施
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
（
伊
那
市
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

町出身アスリートの
活躍がめざましい。
ユニバーシアード、
世界選手権、甲子園。
明るい話題が町を元
気にする。

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

町
の
現
状
と

国
の
新
制
度
は

人
材
確
保
の
た
め

の
奨
学
金
を

返
済
免
除
条
件
の

見
直
し
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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高
齢
者
・
免
許
返
納
者
増
加
に
ど
う
対
応
す
る
か

町
長
―
福
祉
乗
り
物
乗
車
券
を
交
付
す
る

高齢者の事故多発、免
許返納者へ福祉乗り物
乗車券交付。良いと思
うが、まだ不便は消え
ず。農山村の宿命かぁ。

質
問　

現
時
点
の
詳
し
い
デ
ー

タ
は
な
い
と
の
こ
と
。
今
後
楽

ち
ん
バ
ス
の
運
行
改
善
の
た
め

に
調
査
が
必
要
と
考
え
る
が
。

総
務
課
長　

本
年
度
の
事
業
と

し
て
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

町
長
が
許
可
す
れ
ば
、

観
光
客
の
乗
車
も
可
能
と
の
こ

と
。
利
用
者
増
と
収
入
ア
ッ
プ

の
た
め
認
め
る
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　

観
光
客
を
乗
せ
る

事
は
１
０
０
％
無
理
で
は
な
い

が
、
住
民
利
用
が
基
本
。
難
し

い
状
況
で
あ
る
。

質
問　

空
白
地
域
宇
木
に
ル
ー

ト
を
増
設
し
利
用
者
の
増
加
を
。

総
務
課
長　

広
域
的
な
路
線
の

中
で
考
え
ら
れ
る
ル
ー
ト
と
思

う
。
広
域
で
意
見
を
出
し
て
い

く
。

　
質
問　

地
域
公
共
交
通
会
議
に

ど
ん
な
考
え
で
臨
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長　

一
番
大
き
な
要
望

で
あ
る
。
今
後
も
力
強
く
要
望

し
て
い
き
た
い
。

質
問　

町
全
体
の
新
た
な
問
題
。

北
信
病
院
か
ら
個
人
病
院
へ
の

移
行
・
免
許
返
納
者
増
加
状
況
。

病
院
行
き
は
、
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
方
法
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

庁
内
の
検
討
、
近

隣
市
町
村
、
先
進
地
等
調
査
を

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　　
　質

問　

現
在
、
長
野
県
北
信
地

域
基
本
計
画
で
、
飯
山
駅
を
中

心
と
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
地

域
経
済
を
構
築
す
る
計
画
だ
が
、

当
町
へ
は
中
野
駅
回
り
で
乗
り

換
え
も
あ
り
約
２
時
間
も
か
か

る
路
線
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で

経
済
効
果
が
得
ら
れ
る
と
考
え

る
か
。

観
光
商
工
課
長　

冬
季
以
外
は

路
線
が
な
い
。
飯
山
駅
の
新
幹

線
停
車
数
が
少
な
い
た
め
、
現

在
は
、
楽
ち
ん
カ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
の
対
応
で
あ
る
。

質
問　

当
町
へ
の
宿
泊
客
だ
け

で
な
く
昨
シ
ー
ズ
ン
野
沢
温

泉
・
斑
尾
高
原
の
観
光
客
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
こ
の
お
客

様
を
当
町
に
取
り
込
み
、
見
る
、

食
べ
る
、
体
験
す
る
な
ど
に
よ

る
地
域
全
体
の
経
済
効
果
を
高

め
る
た
め
に
新
た
に
飯
山
駅
→

北
志
賀
→
湯
田
中
駅
ル
ー
ト
が

必
要
と
考
え
る
が
。

観
光
商
工
課
長　

グ
リ
ー
ン
シ

ー
ズ
ン
の
運
行
は
現
時
点
で
は

難
し
い
と
考
え
る
。

質
問　

地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
策
定
の
会
議
で
観
光
路
線

の
研
究
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

生
活
・
観
光
路
線

が
中
心
の
意
向
だ
が
野
沢
・
木

島
平
村
も
同
じ
悩
み
が
あ
る
の

で
、
当
町
か
ら
も
要
望
し
て
い

き
た
い
。

　
質
問　

観
光
立
町
の
顔
と
し
て

対
応
す
る
職
員
の
入
れ
替
わ
り

が
非
常
に
多
い
と
思
う
が
。

観
光
商
工
課
長　

つ
て
を
た
ど

り
何
と
か
確
保
し
て
い
る
状
況
。

外
国
語
対
応
が
必
要
の
た
め
、

人
材
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

質
問　

外
国
語
の
習
得
は
難
し

い
。
特
別
手
当
の
対
応
は
。

観
光
商
工
課
長　

報
酬
は
、
中

間
の
嘱
託
職
員
相
当
で
プ
ラ
ス

の
手
当
て
を
含
ん
で
い
る
。

いつか楽ちんバスで北信病院へ

※楽ちんカーサービ
ス：当町の宿泊者の
み対象。タクシー代
２５００円、レンタカー
代５０００円の補助金
が支給される。

質
問

※

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

徳竹栄子のつぶやき

楽
ち
ん
バ
ス

利
用
者
増
加
を

楽
ち
ん
バ
ス
の

中
野
乗
り
入
れ
は

飯
山
駅
か
ら
の

２
次
交
通
問
題

湯
田
中
駅

ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

の
職
員
体
制
問
題

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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質
問　

職
員
募
集
で
は
資
格
年

齢
の
上
限
を
29
歳
と
し
て
い
る
。

応
募
状
況
に
よ
り
資
格
年
齢
を

広
げ
る
考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

職
員
の
年
齢

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
れ
ば
今
の

採
用
枠
が
適
正
。

質
問　

公
立
・
民
間
を
問
わ
ず

大
き
な
課
題
は
人
材
確
保
。
そ

の
た
め
に
避
け
て
通
れ
な
い
の

が
職
員
の
処
遇
改
善
。
今
、
民

間
の
処
遇
改
善
を
目
的
に
、「
保

育
士
等
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研

修
」
が
国
の
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
。
当
町
で
保
育
士

を
続
け
る
意
欲
を
醸
成
す
る
た

め
に
も
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
参
考
に
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
課
長　

給
与
の
関
係

に
つ
い
て
は
総
務
課
と
よ
く
相

談
し
た
い
。
ま
た
職
階
級
が
増

え
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

じ
っ
く
り
研
究
し
た
い
。

質
問　

新
年
度
か
ら
課
長
が
代

わ
っ
て
い
る
。あ
ら
た
め
て「
信

州
や
ま
ほ
い
く
」
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

健
康
福
祉
課
長　

県
が
推
奨
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
可
能
な

限
り
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

昨
年
は
園
長
先
生
を
対

象
に
講
習
会
を
開
い
て
い
た
だ

い
た
。
今
後
に
向
け
て
は
現
場

の
保
育
士
さ
ん
と
の
意
識
の
共

有
が
重
要
に
な
る
。
研
修
あ
る

い
は
講
習
会
の
予
定
は
。

健
康
福
祉
課
長　

例
年
県
が
実

施
し
て
い
る
研
修
に
つ
い
て
は

交
代
で
参
加
し
て
い
る
が
、
や

ま
ほ
い
く
に
特
化
し
た
講
習
会

な
ど
は
予
定
し
て
い
な
い
。

質
問　

新
規
就
農
支
援
で
農
水

省
の
事
業
「
農
業
次
世
代
人
材

支
援
事
業
」
に
所
得
制
限
を
設

け
る
な
ど
内
容
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
。
当
町
で
の
影
響
は
。

農
林
課
長　

今
年
度
の
制
度
利

用
予
定
者
は
６
名
。
確
認
し
た

と
こ
ろ
現
段
階
で
は
影
響
な
く

全
員
が
対
象
と
な
る
見
込
み
。

質
問　

こ
の
事
業
は
町
・
県
の

負
担
は
発
生
せ
ず
、
全
て
国
の

事
業
費
で
賄
わ
れ
る
な
ど
使
い

勝
手
が
い
い
が
、
他
市
町
村
に

比
べ
活
用
者
が
少
な
い
。
積
極

的
に
進
め
て
い
く
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
。

農
林
課
長　

積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
。

質
問　

中
高
年
引
き
こ
も
り
支

援
の
あ
り
方
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
当
町
の
実
情
は
。

健
康
福
祉
課
長　

民
生
児
童
委

員
の
調
査
で
27
名
の
方
が
引
き

こ
も
り
状
態
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
。

質
問　

家
族
を
孤
立
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
で
、
地
域
支
援
の

あ
り
方
は
。

健
康
福
祉
課
長　

今
は
民
生
児

童
委
員
を
中
心
に
情
報
集
め
を

お
願
い
し
て
い
る
段
階
。
状
況

を
見
て
判
断
し
た
い
。

保育士不足の実情は
健康福祉課長―人材確保が難しく最低限の職員で対応

「地方創生」大号令の
もと5年経過。唯一
実感できるのは都市と
の格差拡大か。

保
育
環
境
整
備
に

向
け
て

「信州やまほいく」認定を申請中の志賀高原保育園 

布施谷裕泉のつぶやき

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

※ 1 保育士等キャリアアップ
研修：民間保育士の待遇向上と
専門性の強化に向けて平成29
年厚労省で定めた事業。研修を
受講し知識・スキルを高めるこ
とに平行して「副主任」「専門
リーダー」などの役職を設け、
手当が支給される。

※ 2 農業次世代人材支援事業：
就農希望者に対し、就農前の研
修を後押しする資金（準備型－
2年以内）及び就農直後の経営
確立を支援する資金（経営開始
型—5年以内）を交付（共に最
大で年150万円）。

「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」

の
取
り
組
み
は

農
業
振
興
策
は

孤
立
を
生
ま
な
い

社
会
づ
く
り
に
向
け
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※
１

※
２
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一般質問

別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
「
山
ノ
内
町
」
発
行
の
趣
旨
は

町
長
―
当
町
の
観
光
と
農
業
の
魅
力
発
信
の
た
め

「LGBT」その割合は12
～13人に１人。身の回り
に何人かいるかも？わ
からないし気が付かな
いだけ。

質
問　

こ
の
本
を
な
ぜ
作
ろ
う

と
思
っ
た
の
か
。

町
長　

も
ち
ろ
ん
売
り
込
み
も

あ
っ
た
が
、
こ
の
町
の
観
光
と

農
業
を
い
か
に
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

か
、
た
だ
単
に
名
所
や
観
光
ス

ポ
ッ
ト
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
「
ひ
と
」
に

焦
点
を
当
て
た
本
で
あ
る
。

質
問　

こ
の
本
の
評
価
は
い
か

が
か
。

町
長　

や
っ
ぱ
り
視
点
の
当
て

方
が
私
ら
役
場
職
員
、
素
人
と

違
っ
て
精
通
し
て
い
る
。
希
望

通
り
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
だ
と

高
く
評
価
し
て
い
る
。

質
問　

こ
の
本
が
発
行
さ
れ
た

こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
と

思
う
。
平
成
か
ら
令
和
へ
移
行

す
る
こ
の
時
代
の
山
ノ
内
町
を

写
す
こ
の
本
を
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大

事
な
こ
と
だ
と
思
う
が
。
全
戸

配
布
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

予
算
措
置
は
し
て
い
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
町
で
購
入
し

観
光
宣
伝
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

質
問　

こ
の
本
が
発
行
さ
れ
た

旨
の
、
町
民
へ
の
周
知
は
さ
れ

た
か
。

観
光
商
工
課
長　

特
別
周
知
は

し
て
い
な
い
。

質
問　

な
ぜ
周
知
を
し
な
い
の

か
。

観
光
商
工
課
長　

民
間
の
雑
誌

な
の
で
町
と
し
て
は
特
に
し
な

か
っ
た
。

質
問　

現
在
の
乗
車
実
績
は
。

総
務
課
長　

実
証
運
行
時
の
平

成
29
年
下
半
期
と
比
較
し
て
、

68
％
に
減
少
し
て
い
る
。
西
北

部
、
南
部
ル
ー
ト
を
比
較
す
る

と
、
西
北
部
ル
ー
ト
は
26
％
の

減
、
南
部
ル
ー
ト
は
50
％
の
減

で
あ
る
。
地
域
全
体
で
利
用
促

進
に
協
力
し
て
ほ
し
い
。

質
問　

南
部
ル
ー
ト
は
時
計
回

り
の
周
回
コ
ー
ス
で
あ
る
。
反

時
計
回
り
の
検
討
は
さ
れ
た
か
。

総
務
課
長　

湯
ノ
原
地
区
か
ら

湯
田
中
駅
ま
で
の
乗
車
時
間
は
、

15
分
ほ
ど
長
く
な
る
こ
と
か
ら

の
要
望
だ
が
、
路
線
ダ
イ
ヤ
設

定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
要
望

で
ベ
タ
ー
な
内
容
に
し
た
。

質
問　

現
在
南
部
ル
ー
ト
は
１

日
４
本
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

半
分
の
２
本
で
も
反
時
計
回
り

に
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

そ
れ
に
つ
い
て
の

会
議
の
開
催
、
申
請
手
続
き
な

ど
の
関
係
で
、
今
の
段
階
で
は

難
し
い
。

質
問　

町
営
住
宅
設
置
の
目
的

は
何
か
。

町
長　

所
得
の
制
限
を
設
け
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
に
対

し
て
、
住
宅
を
供
給
す
る
こ
と

で
あ
る
。
駐
車
場
の
必
要
な
方

は
、
周
辺
の
民
間
駐
車
場
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
「
山
ノ
内
町
」

質
問

髙
た か や ま

山 祐
ゆ う い ち

一

髙山祐一のつぶやき

楽
ち
ん
バ
ス
の

現
状
は

湯
ノ
原
町
営
住
宅

に
駐
車
場
を

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※

※ＬＧＢＴ：Lesbian（レ
ズビアン、女性同性愛
者）、Gay（ゲイ、男性
同性愛者）、Bisexual（バ
イセクシュアル、両性愛
者）、Transgender（ト
ランスジェンダー、性別
越境者）の頭文字をとっ
た単語で、セクシュアル・
マイノリティ（性的少数
者）の総称のひとつ。
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一般質問

総
務
課
長　

不
動
産
業
者
と
あ

ま
り
変
わ
り
が
な
い
が
、
行
政

が
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

信
用
や
安
心
感
に
つ
な
が
る
。

質
問　

県
の
楽
園
信
州
と
い
う

サ
イ
ト
で
は
民
間
が
出
し
て
い

る
情
報
と
自
治
体
の
空
き
家
バ

ン
ク
と
混
在
で
情
報
が
載
っ
て

い
る
。
民
間
は
動
画
が
あ
っ
た

り
顧
客
目
線
だ
が
、
自
治
体
は

た
だ
情
報
を
載
せ
て
い
る
よ
う

に
し
か
見
え
な
い
。
ま
た
、
家

屋
が
古
い
た
め
、
大
規
模
修
繕

が
必
要
と
か
、
雑
草
が
生
え
て

い
る
写
真
を
載
せ
て
い
た
り
、

買
い
た
く
な
く
な
る
。
温
泉
に

毎
日
入
れ
る
と
か
、
ブ
ラ
ン
ド

農
業
が
で
き
る
な
ど
の
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
と
こ
ろ
を
ど
ん
ど
ん

出
し
た
方
が
い
い
の
で
は
。

総
務
課
長　

写
真
な
ど
に
つ
い

て
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
お
出
し

し
、
事
実
を
伝
え
る
の
が
重
要

だ
と
考
え
る
。
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
こ
ろ
は
、
今
後
検
討
し
、
契

約
成
立
に
結
び
つ
く
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

質
問　

職
員
の
時
間
を
効
率
化

す
る
意
味
で
、
で
き
る
こ
と
は

民
間
に
任
せ
、
職
員
の
負
担
も

軽
減
で
き
る
と
思
う
が
。

総
務
課
長　

十
分
感
じ
て
い
て
、

協
力
し
て
い
る
。
お
任
せ
で
き

る
分
は
民
間
の
ウ
ェ
イ
ト
を
高

く
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

老
朽
化
し
た
も
の
は
な

か
な
か
買
い
手
が
つ
か
な
い
。

積
極
的
な
投
資
を
し
て
、
付
加

価
値
を
つ
け
て
売
る
な
ど
、
お

金
を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
総

合
開
発
公
社
や
ま
ち
づ
く
り
会

社
な
ど
に
、
積
極
的
な
投
資
な

ど
を
促
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

物
件
の
手
入
れ
は

買
っ
た
人
が
や
る
。
空
き
家
バ

ン
ク
の
趣
旨
は
今
あ
る
ま
ま
の

情
報
を
載
せ
て
い
く
こ
と
な
の

で
、
そ
こ
に
行
政
が
入
っ
て
修

繕
等
を
行
う
趣
旨
で
は
な
い
。

 

有
害
鳥
獣

質
問　

有
害
鳥
獣
問
題
は
直
接

的
被
害
だ
け
で
は
な
く
、
間
接

的
に
も
お
土
産
屋
さ
ん
は
、
戸

を
開
け
っ
放
し
に
で
き
な
い
。

風
評
被
害
の
心
配
も
あ
る
の
で
、

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

農
林
課
長　

温
泉
街
に
出
て
い

る
の
は
少
な
い
個
体
の
群
れ
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
つ
け
て
、
行
動
パ
タ

ー
ン
を
把
握
し
た
り
す
る
考
え
。

質
問　

罠
を
増
や
す
に
し
て
も
、

結
局
見
回
り
が
必
要
に
な
る
。

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や
セ
ン
サ

ー
の
設
置
な
ど
の
検
討
は
。

農
林
課
長　

非
常
に
有
効
だ
と

捉
え
て
い
る
。
専
門
家
の
意
見

も
入
れ
な
が
ら
検
証
し
た
い
。

質
問　

猟
友
会
頼
み
に
な
っ
て

い
る
。
民
間
企
業
も
有
害
鳥
獣

対
策
を
始
め
て
い
る
。
対
策
室

を
作
る
な
ど
、
本
格
的
に
予
算
、

人
を
投
入
し
な
い
と
大
ご
と
に

な
る
。

農
林
課
長　

担
当
職
員
も
毎
日

の
よ
う
に
出
て
い
っ
て
い
る
。

体
制
も
含
め
て
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
す
る
。

民間に任せることで、職員負担の軽減も
総務課長―民間のウェイトを高くしたい

民間活用をうまく
やり、職員の働き
方改革をしたい。

県「楽園信州」より：同じ物件が、自治体と民間で掲載されている

空
き
家
バ
ン
ク
と

不
動
産
会
社
の
違
い
は

質
問

湯
ゆ

本
も と

 晴
は る

彦
ひ こ

湯本晴彦のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※１ 空き家バンク：定
住促進を目的とした、自
治体が推進する空き家の
賃貸・売却の情報提供
サービス並びに仲介。

※２ GPS：グローバル・
ポジショニング・システ
ムの略。地球上の現在位
置を、人工衛星からの電
波で測り知る装置。

※
１

※
２
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今
後
の
人
口
減
少
対
策
は

移
住
定
住
推
進
室
長
―
幅
広
い
移
住
定
住
策
の
展
開
を
は
か
る

スキー板
バットに変えて
甲子園

質
問　

町
の
人
口
は
、
平
成
32

年
総
合
計
画
の
人
口
目
標
1
万

２
７
０
０
人
を
下
回
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

28
年
移
住
定
住
推
進
室

を
付
設
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
プ
ラ
ン
策
定
、
県
や
ふ
る
さ

と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
が
人
口

は
減
少
し
た
。

今
後
の
人
口
対
策
は

移
住
定
住
推
進
室
長　

産
業
振

興
、
子
育
て
支
援
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
取
り
組
む
な
ど
幅
広
い
移

住
定
住
策
を
展
開
し
た
い
。

質
問　

出
生
数
増
加
の
施
策
は
。

町
長　

福
祉
や
教
育
の
充
実
で

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

が
重
要
だ
と
思
う
。

消
防
団
員
不
足
の
現
状
は

質
問　

新
入
団
員
の
確
保
が
困

難
で
部
長
経
験
者
が
留
任
と
聞

く
が
。

消
防
課
長　

本
年
度
の
新
入
団

員
は
定
数
３
０
７
名
中
25
名
。

て
い
た
だ
き
た
い
。

役
場
部
設
置
の
進
捗
は

消
防
課
長　

役
場
に
は
消
防
団

経
験
者
が
20
名
以
上
い
る
。
部

設
置
に
向
け
て
、
諸
課
題
を
消

防
団
・
消
防
署
で
検
討
中
。

質
問　

役
場
部
が
予
定
す
る
ポ

ン
プ
の
種
類
と
保
管
場
所
は
。

消
防
課
長　

費
用
の
面
か
ら
新

規
購
入
は
考
え
て
い
な
い
。
消

防
団
再
編
で
浮
い
た
ポ
ン
プ
を

庁
舎
敷
地
内
に
保
管
・
活
用
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
は

質
問　

白
血
球
の
型
の
一
致
確

率
は
一
般
人
で
数
万
人
に
１
人
。

登
録
者
は
全
国
48
万
人
で
人
口

当
た
り
の
登
録
者
数
は
長
野
県

が
最
下
位
。
北
信
保
健
所
管
内

の
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

登
録
者
数
は

２
２
０
人
ほ
ど
。
推
進
月
間
の

10
月
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
町
内

に
広
報
し
て
い
る
。

質
問　

ド
ナ
ー
登
録
に
は
移
植

に
対
す
る
不
安
が
あ
る
。
移
植

体
験
者
の
講
演
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
課
長　

検
討
し
た
い
。

ド
ナ
ー
の
移
植
補
助
は

質
問　

移
植
に
は
検
査
な
ど
で

5
日
ほ
ど
の
休
み
が
必
要
。
以

前
か
ら
の
特
別
休
暇
の
他
、
県

は
本
年
度
か
ら
補
助
金
制
度

を
導
入
し
た
が
町
の
対
応
は
。

町
長　

本
年
度
か
ら
の
補
助
制

度
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

佐
野
遺
跡
の
盛
土
に
歩
道
は

教
育
長　

県
道
と
の
境
界
の
盛

土
を
動
か
す
に
は
、
文
化
庁
へ

届
け
出
が
必
要
。
そ
の
際
、
保

存
活
用
計
画
策
定
が
求
め
ら
れ

る
。
歩
道
は
、
そ
の
計
画
策
定

の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

幹
部
の
留
任
は
52
名
で
16
・
9

％
。

消
防
団
の
再
編
は

質
問　

世
帯
数
と
団
員
定
数
を

比
較
す
る
と
寒
沢
は
57
戸
に
10

名
、
穂
波
温
泉
で
は
２
０
５
戸

に
11
名
と
団
員
比
率
が
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
だ
が
、
小
型
ポ
ン
プ
1

台
当
た
り
の
定
員
は
適
正
。
団

員
不
足
の
原
因
は
少
子
化
か
ら

き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
解
消
す

る
に
は
、
各
分
団
の
ポ
ン
プ
台

数
、
部
数
の
見
直
し
な
ど
区
を

ま
た
い
だ
消
防
団
の
再
編
が
必

要
と
考
え
る
が
。

消
防
課
長　

消
防
団
に
検
討
を

投
げ
か
け
て
あ
る
が
、
議
員
に

は
各
地
域
の
中
で
方
向
を
定
め

質
問

歩道の前方に佐野遺跡の盛土

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

望月貞明のつぶやき

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問
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※

質
問　

町
長
の
交
際
費
の
使
用

状
況
に
つ
い
て
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
。

総
務
課
長　

交
際
費
の
公
表
に

つ
い
て
は
今
後
、
他
の
市
町
村
、

観
光
地
等
の
事
例
を
十
分
調
査

し
た
い
。

質
問　

こ
こ
5
年
間
の
町
長
交

際
費
の
使
用
日
時
、
目
的
、
金

額
、
相
手
先
の
公
表
を
求
め
る
。

町
民
の
税
金
で
あ
る
予
算
を
ど

う
使
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
公

表
に
つ
い
て
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
あ
り
、
検
討
の
余
地
な
ど

な
い
と
思
う
。
す
で
に
近
隣
も

含
め
多
く
の
自
治
体
が
公
表
し

て
い
る
。
い
つ
公
表
す
る
の
か
。

総
務
課
長　

公
表
し
な
い
と
は

言
っ
て
い
な
い
。
公
表
に
関
す

る
要
綱
、
規
程
等
を
定
め
て
か

ら
公
表
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ

う
。

力
強
い
応
援
団
、

「
ふ
る
さ
と
山
ノ
内
会
」

質
問　

初
め
て
「
ふ
る
さ
と
山

ノ
内
会
」
の
総
会
に
出
席
さ
れ

て
の
感
想
を
。

副
町
長　

山
ノ
内
町
へ
の
大
切

な
気
持
ち
、
愛
着
と
い
う
も
の

の
強
さ
を
感
じ
た
。
山
ノ
内
町

に
は
力
強
い
応
援
団
が
い
る
と

い
う
こ
と
を
心
強
く
感
じ
た
。

情
報
収
集
力
の
強
化
を

質
問　

わ
が
国
有
数
の
観
光
資

源
、
農
業
資
源
も
持
っ
て
い
る

町
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、

消
費
者
の
動
向
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
経
済
環
境
、
政
府
の
動

き
等
を
的
確
に
と
ら
え
分
析
し

た
う
え
で
の
施
策
の
策
定
・
実

施
が
必
要
で
あ
る
。
町
の
各
種

情
報
収
集
体
制
に
問
題
は
な
い

か
。

町
長　

新
聞
、
情
報
誌
、
ネ
ッ

ト
、
行
政
懇
談
会
、
各
界
の
人

脈
、
各
種
業
界
と
の
意
見
交
換

の
中
で
収
集
し
、
分
析
し
、
町

の
施
策
に
活
か
し
て
い
る
。

質
問　

町
と
し
て
の
購
買
し
て

い
る
日
刊
紙
は
信
濃
毎
日
新
聞

2
部
だ
け
と
聞
い
た
。
様
々
な

媒
体
か
ら
の
情
報
を
職
員
間
で

共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に

活
か
す
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
媒
体
に
頼
ら
ず
、
実
際

に
行
動
し
収
集
す
る
情
報
も
重

要
と
考
え
る
。

町
長　

必
要
な
都
度
、
い
ろ
ん

な
方
と
電
話
し
て
お
越
し
い
た

だ
い
た
り
、
私
が
国
や
県
に
出

か
け
て
行
っ
た
り
し
て
、
い
ろ

ん
な
情
報
収
集
、
あ
る
い
は
懇

談
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
町
政

の
中
に
反
映
で
き
る
よ
う
つ
と

め
て
い
る
。

増
大
す
る
事
務
シ
ス
テ
ム

と
そ
の
経
費
の
管
理
は

質
問　

職
員
の
数
が
限
ら
れ
る

中
、
事
務
の
効
率
化
を
は
か
る

う
え
で
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
、

Ｉ
Ｔ
化
は
必
須
で
あ
る
。
無
秩

序
な
シ
ス
テ
ム
の
増
大
は
財
政

の
自
由
度
を
圧
迫
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
役
場
全
体
の
シ
ス

テ
ム
構
築
が
適
当
か
、
導
入
ソ

フ
ト
、
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理

費
に
無
駄
な
も
の
が
な
い
か
な

ど
を
管
理
し
て
い
く
体
制
は
で

き
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

役
場
職
員
の
知
識

だ
け
で
は
精せ

い

緻ち

な
審
査
は
な
か

な
か
難
し
い
と
感
じ
て
お
り
、

業
者
を
信
頼
し
て
の
契
約
と
い

う
部
分
は
あ
る
。

質
問　

外
部
の
専
門
家
に
見
て

も
ら
う
、
意
見
を
聞
く
よ
う
な

こ
と
も
定
期
的
に
必
要
。

質
問

公表の規則はゆっくりつくればよい。実績の公表を

小
こ ば や し

林　 央
ひろし

小林　央のつぶやき

町民からの税金の使途
の公表は町政運営の基
本中の基本。「いかに
公表するか」などとい
う難しい問題ではない。
交際費、すぐに公表を。

町長交際費はいつ公表するのか
総務課長―公表の手続き、近隣の観光地の市町村の仕方を調査してから

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※町長交際費：＊地方財
政法第四条（予算の執行
等）第１項
「地方公共団体の経費は、
その目的を達成するため
の必要且つ最少の限度を
こえて、これを支出して
はならない。」
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管内視察

　６月21日、総務産業常任委員会は望月委員長以下７名の
委員が管内視察を行いました。今回は視察場所が多くまた、
志賀高原一ノ瀬から中野市（岳南消防本部）、須賀川地区と
広範囲にわたったため、やや駆け足的になりましたが、担当
課長等の説明を受け、充実した１日となりました。

総務産業常任委員会

　
志
賀
高
原
一
ノ
瀬
で
行
わ
れ

て
い
た
上
信
越
自
然
歩
道
線
道

路
（
歩
道
）
せ
せ
ら
ぎ
コ
ー
ス

の
遊
歩
道
改
修
工
事
の
竣
工
成

果
を
視
察
し
ま
し
た
。
降
雪
、

林
間
学
校
で
の
使
用
等
の
期
間

を
除
い
て
の
工
事
で
し
た
が
、

県
産
の
カ
ラ
マ
ツ
を
使
っ
た
遊

歩
道
は
き
れ
い
に
整
備
・
改
修

さ
れ
て
お
り
、
自
然
探
索
を
求

め
て
訪
れ
る
多
く
の
訪
問
客
を

森
の
中
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

　　
建
設
予
定
地
を
視
察
し
ま
し

た
。
昭
和
43
年
に
建
設
さ
れ
た

現
在
の
浄
水
場
の
老
朽
化
を
ふ

ま
え
、
今
年
基
本
設
計
を
、
32

か
ら
34
年
度
に
か
け
実
施
工
事

を
行
い
完
成
さ
せ
る
計
画
に
な

っ
て
い
ま
す
。
現
在
あ
る
浄
水

場
の
す
ぐ
上
手
に
計
画
さ
れ
、

敷
地
も
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ

て
お
り
、
予
定
事
業
費
は
お
よ

そ
20
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

生
活
に
最
も
必
要
な
水
。
遅
滞

な
く
工
事
が
進
み
、
計
画
ど
お

り
稼
働
す
る
よ
う
進
捗
管
理
等

の
徹
底
を
期
待
し
ま
す
。
こ
こ

か
ら
周
囲
を
眺
め
る
と
、
山
ノ

内
町
の
水
の
豊
富
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

　
事
業
費
７
０
０
０
万
円
、
い

ろ
い
ろ
と
議
論
の
あ
っ
た
親
水

公
園
を
視
察
し
ま
し
た
。
す
で

に
土
曜
日
曜
に
は
稼
働
し
て
お

り
、
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行

さ
れ
た
と
き
に
は
連
日
稼
働
と

な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
子
ど

も
た
ち
中
心
の
施
設
の
た
め
、

ケ
ガ
等
の
事
故
が
起
き
な
い
よ

う
留
意
さ
れ
て
お
り
、
ト
イ
レ

も
改
修
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
、
町
民

が
楽
し
め
る
よ
う
、
さ
ら
に
周

辺
整
備
も
含
め
必
要
な
対
策
を

講
じ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
志
賀
高
原
培
養
セ
ン
タ
ー
に

伺
い
、
対
策
事
業
と
し
て
導
入

し
た
株
分
け
機
の
性
能
、
効
果

等
の
導
入
結
果
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。
従
来
作
業
員
１
人
で

１
時
間
当
た
り
２
５
０
株
程
度

の
株
分
け
を
し
て
い
た
も
の
が
、

１
日
３
０
０
０
株
の
株
分
け
が

可
能
と
な
り
、
作
業
効
率
が
格

段
に
上
が
っ
て
い
る
様
子
が
拝

見
で
き
ま
し
た
。
県
か
ら
の
補

助
金
は
２
５
０
万
円
（
補
助
率

１
／
２
）。
な
お
、
セ
ン
タ
ー

に
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
研
修
生

も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の

手
慣
れ
た
作
業
状
況
も
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
30
年
１
月
か
ら
利
用
可
能
と

な
っ
た
、
町
へ
の
移
住
を
希
望

す
る
人
に
対
し
、
一
定
期
間
、

町
の
様
々
（
自
然
、
生
活
環
境
、

地
域
住
民
と
の
交
流
）
を
体
験

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
住

宅
を
視
察
し
ま
し
た
。
旧
北
小

学
校
の
校
長
住
宅
を
改
修
し
た

も
の
で
、
設
備
は
十
分
に
整
っ

て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
の
利
用

者
は
９
組
、
利
用
後
に
移
住
し

た
人
は
２
人
と
決
し
て
誇
れ
る

状
況
で
は
な
い
も
の
の
、
他
の

地
域
で
は
当
た
り
前
の
施
設
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
の
活
用
拡

大
に
向
け
て
検
討
が
必
要
で
す
。 　

夜
間
瀬
か
ん
が
い
排
水
事
業

組
合
（
夜
間
瀬
か
ん
ぱ
い
）
を

訪
問
し
、
青
木
理
事
長
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
30
年
か
ら

31
年
度
に
か
け
て
の
剣
沢
ダ
ム

で
の
工
事
、
29
年
か
ら
来
年
度

に
か
け
て
の
横
手
・
畔
ノ
上
地

区
で
の
電
動
弁
改
修
事
業
と

様
々
な
改
良
、
修
繕
等
が
計
画

さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

夜
間
瀬
か
ん
ぱ
い
に
つ
い
て
は

西
小
学
校
の
か
ん
ぱ
い
見
学
会

を
は
じ
め
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
観
点
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
施
設
で
あ
り
、

先
人
の
労
苦
に
大
い
に
感
謝
す

る
大
切
な
施
設
で
あ
る
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
黒
川
上
川
原
線
退

避
所
、
黒
川
橋
橋
梁
長
寿
命
化

工
事
、
赤
城
博
士
頌
徳
碑
、
山

ノ
内
消
防
署
、
岳
南
消
防
本
部
、

地
下
式
耐
震
防
火
水
槽
（
横

倉
）、
ス
ノ
ー
パ
ル
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

国
立
公
園
整
備
事
業

遊
歩
道
改
修
工
事

どこを伸ばし どこ を改善すべきか
管内視察報告

（
新
）東
部
浄
水
場

建
設
予
定
地

や
ま
び
こ
広
場
親
水
施
設
・

ト
イ
レ
棟
機
能
向
上
改
修
工
事

計
量
値
指
示
式
株
分
け
機
導
入

（
信
州
農
業
生
産
力
強
化
対
策
事
業
）

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅

「
須
賀
川
ん
ち
」

県
営
畑
地
帯

総
合
土
地
改
良
事
業

きれいに整備されました

町の説明を聴取

ケガに注意して楽しく

施設はできました。活用を

全体の動きが見えるパネル
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社会文教常任委員会
　６月21日（金）に、社会文教常任委員会は管内
視察を行いました。中野市豊田地区から志賀高原
と広範囲の視察となりました。

どこを伸ばし どこ を改善すべきか
常任委員会

　
本
施
設
は
生
物
吸
着
脱
臭
、

高
い
酸
素
溶
解
効
率
と
省
エ
ネ
、

設
備
の
自
動
化
と
省
人
化
、
汚

泥
の
減
量
化
と
い
っ
た
特
色
を

持
つ
施
設
で
す
が
、
公
共
下
水

道
の
普
及
や
施
設
の
老
朽
化
に

と
も
な
い
施
設
と
し
て
の
任
務

を
終
え
、
本
年
７
月
ま
で
は
汚

泥
処
理
を
継
続
、
そ
の
後
８
月

に
は
装
置
内
の
清
掃
を
行
い
、

来
年
３
月
に
は
解
体
の
予
定
だ

そ
う
で
す
。
解
体
費
用
は
総
額

４
億
円
ほ
ど
、
そ
の
う
ち
建
物

解
体
に
は
２
億
円
程
度
、
さ
ら

に
ア
ス
ベ
ス
ト
・
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
処
理
に
６
０
０
０
万
円
程
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
10
年
、
温
知
学
校
と
し

て
開
校
し
た
旧
北
小
学
校
は
、

そ
の
後
昭
和
30
年
に
山
ノ
内
町

立
北
小
学
校
と
な
り
、
28
年
西

小
学
校
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
体
育
館
は
町
の
施
設

と
し
て
耐
震
、
ト
イ
レ
の
改
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
舎
本
体

は
、
管
理
棟
を
残
し
て
教
室
棟

及
び
特
別
教
室
棟
は
解
体
し
、

（
仮
）
す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
と
し
て
大
広
間
を
建
設
、

施
設
内
の
改
修
を
経
て
北
部
公

民
館
と
北
部
児
童
ク
ラ
ブ
の

機
能
を
合
わ
せ
た
施
設
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
本
視
察
で
は
、
取
り
壊
し
の

範
囲
や
解
体
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
29
年
に
設
計
委
託
を
開
始
し
、

30
年
度
に
総
額
７
９
４
０
万
円

を
か
け
て
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
内

に
完
成
し
た
し
尿
投
入
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。
本
年
５
月
の

処
理
実
績
は
、
し
尿
１
９
０
㎥
、

汚
泥
１
２
６
㎥
で
、
下
水
流
入

量
の
0.3
％
に
あ
た
る
処
理
量
で

す
。

　
31
年
度
、
２
８
６
２
万
円
の

請
負
費
用
で
志
賀
高
原
保
育
園

の
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
改
修
工
事
の
内
容
は
、
耐

震
強
化
と
し
て
耐
力
壁
４
か
所

の
新
設
、
２
か
所
の
耐
震
ス
リ

ッ
ト
作
製
、
内
部
改
修
と
し
て

幼
児
用
手
洗
い
器
の
撤
去
と
新

設
、
水
道
管
・
オ
イ
ル
タ
ン
ク

の
更
新
、
外
部
改
修
と
し
て
ひ

び
割
れ
補
修
外
壁
塗
装
（
重
ね

塗
り
）
や
テ
ラ
ス
補
修
が
行
わ

れ
ま
す
。
な
お
、
工
事
期
間
中

園
児
11
名
は
、
か
え
で
保
育
園

に
登
園
し
、
合
同
保
育
が
行
わ

れ
ま
す
。

　
今
回
の
視
察
で
は
、
昨
年
施

工
さ
れ
た
本
保
育
園
の
屋
根
塗

装
の
状
況
も
視
察
し
ま
し
た
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
山
ノ
内

中
学
校
の
冷
房
と
長
寿
命
化
工

事
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。

冷
房
工
事
で
は
、
室
外
機
の
設

置
場
所
や
設
置
状
況
は
現
状
に

合
わ
せ
て
設
置
を
考
え
て
い
る

こ
と
や
実
際
の
工
事
の
よ
う
す

を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
内
装
を
取
り
は
ら

っ
た
状
況
か
ら
判
明
し
た
耐
震

工
事
も
必
要
に
応
じ
て
行
う
予

定
で
す
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
ま
で
に
行
わ

れ
た
体
育
館
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
も
そ
の
一
部
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
東
小
学
校
で
は
、
低
学
年
児

童
ク
ラ
ブ
教
室
（
ジ
ェ
リ
ー
組
、

１
～
２
年
）
と
別
棟
に
あ
る
高

学
年
児
童
ク
ラ
ブ
（
ト
ム
組
、

３
～
６
年
）、
西
小
学
校
で
は

低
学
年
児
童
ク
ラ
ブ
（
ど
ん
ぐ

り
組
）
と
高
学
年
児
童
ク
ラ
ブ

（
に
じ
組
）
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
西
小
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
ト
イ
レ
を
使
う
た
め
の
通

路
が
必
要
と
の
要
望
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
場
で
学
校
側

と
協
議
し
ま
し
た
。
今
年
度
中

に
は
解
決
で
き
そ
う
で
す
。

豊
田
衛
生
セ
ン
タ
ー

旧
北
小
学
校

志
賀
高
原
保
育
園

し
尿
処
理
施
設

山
ノ
内
中
学
校

東
小
・
西
小
児
童
ク
ラ
ブ

豊田衛生センター

解体箇所の確認

屋根塗装の状況 施設内部のようす

工事についての説明を受ける

西小児童クラブ
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請願･陳情みなさんからの

請願・陳情

  

渡
辺
　
正
男

　

玉
城
沖
縄
県
知
事
は
「
強

襲
揚
陸
艦
な
ど
が
係
留
で
き

る
護
岸
機
能
を
付
与
し
、
弾

薬
搭
載
エ
リ
ア
な
ど
普
天
間

に
は
な
い
機
能
を
持
た
せ
る

基
地
は
『
新
基
地
』
だ
」
と

強
調
し
た
。
辺
野
古
基
地
建

設
は
、
基
地
負
担
軽
減
、
危

険
除
去
と
は
無
縁
の
、
米
軍

強
化
再
編
の
一
環
。
沖
縄
県

民
が
直
接
民
主
主
義
で
示
し

た
民
意
も
地
方
自
治
権
も
踏

み
に
じ
ら
れ
て
い
る
現
状
を

見
て
私
た
ち
は
、
沖
縄
の
心

に
寄
り
添
い
当
事
者
意
識
も

っ
て
問
題
の
解
決
に
向
け
行

動
す
べ
き
。

布
施
谷
裕
泉

　

去
る
６
月
23
日
、
沖
縄
で

は
戦
没
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、

玉
城
知
事
は
２
月
の
県
民
投

票
の
結
果
を
踏
ま
え
、
あ
ら

た
め
て
辺
野
古
移
設
の
断
念

を
求
め
て
い
る
。

　

安
倍
首
相
は
じ
め
関
係
閣

僚
は
、
事
あ
る
ご
と
に
「
沖

　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
の
陳
情
審
査
報
告
に
対
し
て
２
議

員
か
ら
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
要
旨

は
次
の
と
お
り
で
す
。

縄
に
寄
り
添
う
」
と
の
文
言

を
使
う
が
、
こ
れ
ほ
ど
空
虚

な
使
い
方
は
な
い
。
陳
情
４

号
は
採
択
の
上
、せ
め
て「
沖

縄
の
民
意
を
尊
重
し
、
新
基

地
建
設
は
強
行
し
な
い
事
」

と
す
る
意
見
書
は
提
出
す
べ

き
と
考
え
る
。

渡
辺
　
正
男

　

陳
情
は
、
２
月
の
県
民
投

票
結
果
の
72
・
２
％
も
の
埋

め
立
て
反
対
、
普
天
間
を
抱

え
る
宜
野
湾
市
民
で
も
66
・

８
％
が
反
対
し
て
い
る
事
実

も
完
全
無
視
し
、「
移
設
反

対
派
」
と
称
し
、
県
知
事
を

は
じ
め
県
民
に
対
し
敵
意
む

き
出
し
で
事
実
ね
じ
曲
げ
の

主
張
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

「
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
性

を
除
去
す
る
唯
一
の
方
法
は
、

辺
野
古
移
転
し
か
な
い
」
と

の
主
張
は
、
沖
縄
県
民
の
圧

倒
的
多
数
の
民
意
と
地
方
自

治
の
理
念
を
真
っ
向
か
ら
否

定
す
る
も
の
。

受理番号 件　　　名 陳情者 採決結果

 
陳情第4号

辺野古新基地建設の中止と、普天
間基地の沖縄県外・国外移転の国
民的議論により、民主主義及び憲
法に基づき公正に解決するべきと
する意見書採択を求める陳情

全国青年司法書士協議会
　　会　長　半　田　久　之

不採択

委員長報告に
賛成　10人
反対　　2人

 
陳情第５号

日本政府に対して、国連の「沖縄
県民は先住民族」勧告の撤回を求
める意見書の採択を求める陳情

一般社団法人日本沖縄政策
研究フォーラム
　　理事長　仲　村　　　覚

継続審査

陳情第６号
「最低賃金の改善と中小企業支援
の拡充を求める意見書」の採択を
求める陳情

中高地区労働組合連合会
　　議　長　畔　上　稔　男

採　択
意見書送付

全会一致で賛成

陳情第７号 米軍普天間飛行場の辺野古移設を
促進する意見書に関する陳情

宜野湾市民の安全な生活を
守る会
　　会　長　平

へ

安
ん

座
ざ

　唯
た だ

　雄
お

趣旨採択
（意見書なし）

委員長報告に
賛成　　9人
反対　　3人

陳
情
第
４
号

発委第２号
地域からの経済好循環の実現に向
け最低賃金の改善と中小企業支援
策の拡充を求める意見書

提出者
山ノ内町議会
　　　　総務産業常任委員会

採　択
意見書送付

全会一致で賛成

発委第３号 新たな過疎対策法の制定に関する
意見書

提出者
山ノ内町議会
　　　　　　議会運営委員会

採　択
意見書送付

全会一致で賛成

陳
情
第
７
号
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広報常任委員会新メンバー

編
集
後
記

　
今
号
か
ら
新
広
報
常
任
委
員

会
（
28
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
編
集

を
担
当
し
ま
す
。
諸
事
情
か
ら

１
か
月
遅
れ
の
発
行
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
議
会
の
内
容
や
決
定
の
経
過

を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

議
会
だ
よ
り
に
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（

渡
辺
正
男　
記
）

新議員紹介

　
　
　
質
　
　
問

町
政
へ
の
抱
負

　議員には法律的に相当の権
限が与えられています。町民か
ら負託された議会の持つ２つ
の使命「具体的な政策の最終
決定」権限と「行財政運営の
批判と監視」権限をしっかりと
果すべく勇気を持って活動して
行く覚悟です。そのことが次世
代の町を担う若い人たちに伝
えられれば良し、です。

　地域住民のため、住民の望
む町政を実現したい。そのた
めには地域の声をいかに掘り
起こし、町政に届けるための
方策を模索していきたい。地
域の活性化のための方策を探
り、実現に向けて尽力してい
きたい。教育や環境の視点か
ら山ノ内町の独自性を追求し
ていきたい。

　わが町の、観光と農業は脈々
と受け継がれてきたものです。
先人の思いを胸に、新しい感
性で、将来を見据えた産業に
したい。

初
議
会
の
感
想

　まずは会派。どんな会派が
あって、どの部分で一緒に活
動できるのか？どこにも属せ
ずに行きます。議員とは？は
「議員必携」というとても親切
な、良くできた参考書があっ
て助かりました。初めての一
般質問は緊張しました。副町
長の時は質問はほとんどな
かったのですが、こちらがや
るとなると執行部側からの答
弁を受けての質問をその場で
考え、再質問していかなけれ
ばならず、なかなか大変です。
大切な場なので頑張ります。

　まず、議会初心者として「議
会の洗礼」を受けました。そ
こで得た教訓をこれからの議
員活動にいかしていきたいと
思います。と、同時に、本当
に同時にたくさんの事柄が審
議されていることに驚き、理
解し検討していくためにこれ
から努力していかなければと、
痛感いたしました。

　一般質問は、課題の多さを
痛感しました。
　次回は、自分の思いを具体
的な言葉にして質問し、答弁
を引き出したい。また、議案
審議、委員会審査、管内視察、
など重要な役割を担う1議員
として、見聞を広め、一日も
早く、先輩議員に追いつき、
議会の活動を通して住民の声
を町政に届けたいとの思いを
強くしました。

明
日
の
山
ノ
内
町
へ
の
提
言

　豊富な資源を活かしての町
づくり。そのために最も大切
な人づくり。やる気のある、
夢のある若者はたくさんいま
す。皆で一緒に考え、具体的
に活動をしていけば、この町
は変えられる。外部で活動し
てきた経験をそんな彼らと共
有していきたいと思います。

　町の人口減少は町民の生活
すべてに直結する待ったなし
の大きな問題です。町の産業
基盤としての観光と農業は他
に誇れる貴重な財産です、こ
れらを基軸としてこれからの
町の振興を町民皆さんの知恵
で考えていくべきです。

　少子化、高齢化、人口減少、
観光と農業の振興などの課題
にしっかりと取り組むために
は、持続可能な社会づくりの
担い手を育む教育を一歩、一
歩進めていく。
　町づくりは、人づくりと考
えます。

白し
ろ
と
り鳥

金き
ん

次じ

議
員

山や
ま
も
と本

岩い
わ

雄お

議
員

小こ
ば
や
し林　

央
ひ
ろ
し

議
員

新 議 員 紹 介


